
  

成果に係る評価

　Ｈ26年度では、現年度分4基、過年度繰越分2基、計6基の耐震性貯水槽を整備した。
　今後も、火災等の災害から住民の生命と財産を保護するため、無水利地区への水利確保は不可欠であ
り、計画的に耐震性貯水槽を更新整備をしていく必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

成　　　　果

　無水利地域へ耐震性貯水槽を設置したことにより、地域住民の安全・安心な生活の確保と消防施設の
充実、強化が図られた。

区分 予算
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｈ26
Ｈ25繰越

決算額の財源内訳

国(県)支出金

45,727,920 44,348,360 16,008,000 26,900,000 1,440,360

地方債 その他 一般財源

Ｈ24年度は、年度内に工事が完了できなかった4基を繰り越し、Ｈ25年度に整備した。
Ｈ25年度は、新たに2基を整備したが、年度内に工事が完了できなかった2基を繰り越し、Ｈ26年度に整
備した。
Ｈ26年度は、新たに4基を整備したが、年度内に工事が完了できなかった1基を繰り越しした。

Ｈ25
Ｈ24繰越 － 4基

50％
Ｈ25現年 4基

－ 2基
80％

Ｈ26現年 5基 4基

4基 0基 0％

北村字関田3番地地内 1基

Ｈ24 Ｈ24現年

2基

真野字小山前117番地2地先 1基 40m3

40m3

広渕字町北179番地地内 1基 40m3 Ｈ26現年

(  )

目的及び事業内容

　災害発生時における無水利地域の水利確保のため、耐震性貯水槽を整備することにより、地域住民の
安全・安心な生活の確保と災害対策のさらなる充実を図る。

取　組　実　績

　火災時の重要施設である消防水利の充実強化として、耐震性に優れた貯水槽を更新計画に基づき、下
記のとおり整備した。

設置箇所 設置基数 容量 予算

北村字大沢堤43番地1地内 1基 40m3 Ｈ25繰越

北村字桑柄一28番地1地内 1基 40m3 Ｈ25繰越

Ｈ26現年

実施計画
掲載ページ

Ｐ79 中　事　業 消防施設関係費

事業コード 004-006-002-00629 事　業　名 耐震性貯水槽整備事業

Ｈ26現年

福地字大正125番地地先 1基 40m3 Ｈ26現年

消防・救急救助を充実
する

予
算
科
目

目 消防施設費 ( 2 )

1 項 消防費 第 6 節
日常の身近な安全性を
高める

9 款 消防費
総
合
計
画

第 4 章

3

(  )

安心して健やかに暮ら
せるまち 復

興
計
画

(  )
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成果に係る評価

　Ｈ26年度では、現年度分1棟、Ｈ25年度繰越分1棟、計2棟の消防団ポンプ置場を整備した。
　今後も、地域住民の安全で安心して生活できる環境の確保を図るため、老朽化した消防団ポンプ置場
を更新計画に基づき、順次整備していく必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額

38,000,000 35,549,928 13,500,000 18,046,800 4,003,128

Ｈ26
Ｈ25繰越 －

決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

Ｈ24年度は、新たに1棟を整備したが、年度内に工事が完了できなかった2棟を繰越し、Ｈ25年度に整備
した。
Ｈ25年度は、新たに1棟を整備したが、年度内に工事が完了できなかった1棟を繰越し、Ｈ26年度に整備
した。
Ｈ26年度は、新たに1棟を整備した。

成　　　　果

　消防団ポンプ置場を新築することにより、当該地区の消防力の強化及び地域住民の安全で安心して生
活できる環境の確保が図られた。

区分 予算
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｈ24 Ｈ24現年

1棟
100％

Ｈ26現年 1棟 1棟

2棟

3棟 1棟 33％

Ｈ25
Ｈ24繰越 －

50％
Ｈ25現年 2棟 1棟

実施計画
掲載ページ

Ｐ78 中　事　業 消防施設関係費

予
算
科
目

目 消防施設費 ( 2 )

安心して健やかに暮ら
せるまち 復

興
計
画消防・救急救助を充実

する

目的及び事業内容

　消防団の活動拠点として、消防団ポンプ置場を整備し、地区住民の安全で安心して生活できる環境の
確保を図る。

取　組　実　績

　既存の消防団ポンプ置場の老朽化に伴い、更新計画に基づき消防団ポンプ置場を新築した。

ポンプ置場名称 建築場所 事業内容

石巻市消防団河北地区団第二分団五十五人班

石巻市消防団石巻地区団第二分団第一部山下
班

石巻市山下町一丁目17番地内(Ｈ
25繰越)

石巻市小船越字大縄場67番2地内 木造平屋建

木造・一部鉄骨
造2階建

※石巻地区団第二分団第一部山下班については、Ｈ25年度繰越分である。

事業コード 004-006-002-00627 事　業　名 消防団ポンプ置場整備事業〔地域の元気臨時交付金〕

1 項 消防費 第 6 節
日常の身近な安全性を
高める

9 款 消防費
総
合
計
画

第 4 章

3
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安心して健やかに暮ら
せるまち 復

興
計
画消防・救急救助を充実

する

事業コード 004-006-002-00628 事　業　名 非常備消防自動車整備事業

1 項 消防費 第 6 節
日常の身近な安全性を
高める

消防費
総
合
計
画

第 4 章

3 目 消防施設費 ( 2 )

小型動力ポンプ付積載車 3台

実施計画
掲載ページ

Ｐ78 中　事　業 消防自動車関係費

予
算
科
目

9 款

目的及び事業内容

　非常備消防車両を整備することにより、消防設備の充実と地域消防力の向上を推進し、地域住民が安
全で安心して生活出来る環境の確保を図る。

取　組　実　績

　消防車両更新計画に基づき、消防ポンプ自動車1台、小型動力ポンプ付積載車3台、小型動力ポンプ付
軽積載車2台、小型動力ポンプ1台、計7台を整備した。

車　 種 台　数 配 置 場 所

消防ポンプ自動車 1台 石巻市消防団牡鹿地区団第五分団大原班

石巻市消防団石巻地区団第十一分団鹿立班

石巻市消防団河北地区団第ニ分団五十五人班

石巻市消防団北上地区団第三分団小指班

小型動力ポンプ 1台 石巻市消防団牡鹿地区団第一分団鮎川班

小型動力ポンプ付軽積載車 2台
石巻市消防団雄勝地区団第一分団水浜班

石巻市消防団雄勝地区団第四分団桑浜班

100％

Ｈ25 7台 7台 100％

Ｈ26

成　　　　果

　非常備消防車両等を整備したことにより、消防設備の充実と地域消防力の向上が推進され、地域住民
が安全で安心して生活できる環境の確保が図られた。

区分
成果指標

達成率等
目標値 実績等

Ｈ24 8台 8台

7台 7台 100％

国(県)支出金 地方債 その他

成果に係る評価

　Ｈ26年度では、消防車両更新計画に基づき、7台の非常備消防車両等を整備した。
　今後も、火災等の災害から地域住民の生命と財産を保護し、安全で安心して生活できる環境の確保を
図るため、非常備消防車両等を更新計画に基づき、整備していく必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

一般財源

48,000,000 47,607,480 15,869,000 28,500,000 3,238,480
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原発施設か
らの距離

事業コード 事　業　名 屋内退避施設整備事業

目的及び事業内容

予
算
科
目

9 款 消防費
総
合
計
画

5

項1 (  )

実施計画
掲載ページ

中　事　業 屋内退避施設確保事業費

(  )

復
興
計
画

第  章

第  節

災害対策費 (  )

(  )

消防費

約2㎞

改修 改修

約15㎞約12㎞ 約14㎞

258㎡

集会室（2Ｆ）集会室（1Ｆ）

目

施　　　設　　　概　　　要

田代浜字仁斗田143 長渡浜杉13-82

施設名称 寄磯小学校屋内運動場

　原子力緊急事態時に、即時避難が困難な避難行動要支援者や住民等を一時的に避難させるために、既
存の施設の一部を対象として、室内の気密性向上を図り、内部の気圧を外部より高くすることにより、
施設内部への放射線物質の侵入を防ぐための整備を実施する。

牡鹿保健福祉ｾﾝﾀｰ 田代島開発総合ｾﾝﾀｰ 網地島開発総合ｾﾝﾀｰ

取　組　実　績

　原子力災害時の屋内退避施設として4施設整備した。

所在地 寄磯浜五梅沢24 鮎川浜清崎山7

防護方法

204㎡

758,805,840

成　　　　果

（床は改修） （一部エアドーム）

エアドーム 改修

収容
可能人口 70人 60人 90人 90人

 女川原子力発電所の30キロメートル圏内の離島及び半島に所在する要援護者等施設の放射線防護対策
を強化することにより、当該施設を利用する住民の緊急時における保護の確保が可能となった。

対象施設 屋内運動場

374㎡防護面積 415㎡

診療室・研修室

成果に係る評価

　今後、更に現況調査をし、退避施設の不足が発生する集落等には、可能な限り増設していく必要があ
る。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

759,983,940 758,805,840
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自主防災組織の組織率

款 消防費
総
合
計
画

第  章

6

( 1 ) 新たな防災体制の構築

復
興
計
画

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

2,074,000円

防災訓練費補助金

実施計画
掲載ページ

Ｐ121 中　事　業 地域防災力向上対策費

事業コード 001-103-003-00296 事　業　名 自主防災組織機能強化事業〔復興基金〕

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

1 項 消防費 第  節

( 3 ) 防災対策の見直し

9

214組織

Ｈ24

合計 78件 6,565,000円

※ 防災士養成講座受講費補助金については、申請件数はなかったが、市が主催した講座を開講し、
49名の防災士が誕生した。

講座実施日：Ｈ27年2月21日（土）～22日（日）　河北総合センター　50人受講

防災士養成研修講座実施業務委託料：2,200,640円

目的及び事業内容

　自主防災組織を組織していない町内会等に組織化を促すとともに、既存の自主防災組織を強化するた
め、防災資機材等の補助金を交付し、自主防災組織の活動の支援、地域における防災力の向上､防災意
識の高揚を図る。

取　組　実　績

　「石巻市自主防災組織機能強化補助金交付要綱」に基づき、自主防災組織が行う活動に対して補助を
行った。
　また、地域の防災ﾘｰﾀﾞｰを育成する必要があることから、防災士資格取得にかかる経費を補助する防
災士養成講座受講費補助金を新設するとともに、地域の食糧備蓄をさらに推進するため、食糧備蓄購入
費補助金の補助率を2/3から、4/5に引き上げ、申請回数も1回限りから4年ごとに申請できるように強化
した。

補助実績

補助金種別 申請件数 補助金額

防災資機材購入費補助金 14件 1,345,000円

防災倉庫設置費補助金 10件 2,316,000円

食糧備蓄購入費補助金 4件

国(県)支出金

10,000,000 8,765,640

50件 830,000円

防災士養成講座受講費補助金 0件 0円

Ｈ26 72.0％

目標値 実績等

地方債 その他

70.9％ 101.3％ 207組織

Ｈ25 71.0％ 63.3％ 89.2％

成　　　　果

　延べ78組織の自主防災組織に対して補助金を交付し、組織の機能強化、地域の防災力の向上に寄与す
ることができた。

区分
成果指標

達成率 組織数

8,765,640

※組織率の実績については、震災に伴う被害などにより、実質的な活動ができない組織も考えられ
ることから、Ｈ26年2月に全自主防災組織を対象に組織の実態調査をし、現況の把握を行った。
　その結果、一部休止状態等の組織が判明したことにより、上記のとおりの組織率となった。

成果に係る評価

　防災士養成講座を開催したことにより、49名の方が防災士の資格を取得した。このことにより、災害
時には地域の防災活動のﾘｰﾀﾞｰとしての役割を果たせる人材は養成することができた。Ｈ27年度以降に
ついても、自主防災組織に多くの防災士を市域全体に配置できるように、防災士養成講座を開催してい
く必要がある。
　また、補助金の交付を受けた多くの自主防災組織については、地域防災力の整備充実が図られ、今後
も引き続き事業を継続し補助し、自主防災組織の機能強化を図っていく必要がある。

予算の執行状況

（単位：円）

一般財源

61.8％ 85.8％ 219組織

70.0％

予算額 決算額

決算額の財源内訳
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年次計画に基づく非常用食糧の配備

（単位：円）

その他 一般財源

14,261,302 12,972,613

成果に係る評価

　Ｈ26年度では、石巻市災害時備蓄計画に基づき、12,500食の非常用食料等を配備した。
　今後も、避難所開設時における初期運営の円滑化と長期化した際の避難生活の安定を図るため、各避
難所等に非常用食糧や非常用飲料水、その他必要な物資を配備することが必要である。
　また、Ｈ27年度には石巻市災害時備蓄計画の最終年度を迎え、全ての指定避難所等に備蓄品が配備さ
れることとなるが、備蓄品の配置や数量等を精査し、避難者に対し備蓄品が支給できる円滑な体制が必
要であるため、今後も備蓄品を計画的に更新し、事業を継続して実施していく必要がある。

11,344,254 1,628,359

予算の執行状況
予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債

雄勝総合支所、河北総合センターに設置

成　　　　果

　石巻市災害時備蓄計画に基づき災害用備蓄用品を配備することにより、災害時に各家庭から非常用持
出品を持参できなかった避難者に対し備蓄品を支給できるようになり、避難所開設時における初期運営
の円滑化と、長期化した際の避難生活の安定が図られた。

区分
成果指標

達成率
目標値 実績等

Ｈ26 12,500食 12,500食

Ｈ24 12,500食 12,500食 100％

Ｈ25 12,500食 12,500食 100％

100％

( 1 ) 防災施設の整備

12,500食

年次計画に基づき配備

非常用飲料水 12,600リットル

粉ミルク 500箱

防寒用ポンチョ 5,790枚

簡易トイレ（袋含む） 157台

　避難所開設時における初期運営の円滑化と避難生活の安定を図るため、石巻市災害時備蓄計画に基づ
き、災害用備蓄を計画的に配備するもの。

　石巻市災害時備蓄計画に基づき、非常用食糧及び非常用飲料水を指定避難所等18箇所へ配備した。
　また、指定避難所等へ防寒用ポンチョ、簡易トイレを本庁及び各総合支所に粉ミルクを配備した。
　さらに、津波避難ビル、タワー用として、年次計画とは別に非常用食糧、飲料水を追加購入し、配備
を行った。

指定避難所等に配備した主な物資及び数量

備蓄物品 数量 備考

非常用食糧

実施計画
掲載ページ

Ｐ119 中　事　業 地域防災力向上対策費

事業コード 001-101-002-00284 事　業　名 災害用備蓄配備事業〔復興基金〕

備蓄物品 数量 備考

目的及び事業内容

取　組　実　績

簡易無線機 2台 津波避難タワーに配備

非常用食糧 2,592食
津波避難ビル、タワーに配備

非常用飲料水 2,940リットル

備品購入

防災倉庫 4棟

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

1 項 消防費 第  節

9 款 消防費
総
合
計
画

第  章

6

( 1 ) 新たな防災体制の構築

復
興
計
画

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり
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Ｈ26年12月22日協定締結

Ｈ27年3月13日協定締結

Ｈ27年3月16日協定締結

補助金額： 3,847,000円

補助金額： 8,258,000円

補助金額：10,000,000円

補助金額： 1,586,000円

補助金額： 6,707,000円

補助金額：   389,000円

避難ビル指定数

（単位：円）

( 1 ) 新たな防災体制の構築

( 1 ) 防災施設の整備

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

実施計画
掲載ページ

Ｐ119 中　事　業 地域防災力向上対策費

事業コード 001-101-003-00286 事　業　名 避難ビル整備事業〔復興交付金〕

予
算
科
目

目 東日本大震災関係費 (  )

復
興
計
画

6

9 款 消防費
総
合
計
画

第  章

1 項 消防費 第  節

目的及び事業内容

　津波から市民の安全を確保するため、民間事業者等が設置、建設する津波避難場所に対し、市と管理
協定の締結を行い津波避難ビルとして指定するとともに、津波避難場所整備事業費補助金として補助
し、津波避難場所の整備促進を図るもの。

取　組　実　績

　津波避難ビルとして、下記5件の指定を行った。また、6件の津波避難場所整備事業補助金の交付を
行った。

　津波避難ビルの指定

第7号　　石巻港湾合同庁舎

第8号　　阿部勝自動車工業株式会社

第9号　　株式会社上野総建

第10号   特別養護老人ホームはしうら

第11号　 湊水産株式会社

第9号　　株式会社上野総建

第11号　 湊水産株式会社

第10号　 特別養護老人ホームはしうら

Ｈ26年6月5日協定締結

Ｈ26年10月23日協定締結

　津波避難場所整備事業費補助金

第1号　　大興水産株式会社

第5号　　日野測量設計株式会社

第8号　　阿部勝自動車工業株式会社

成　　　　果

　津波避難ビルの指定により、沿岸部における市民の不安の解消の一助となった。
　また、民間事業者が今後整備する施設について、防災機能の強化促進が図られた。

区分
成果指標

達成率
目標値 実績等

Ｈ26 5件

Ｈ24 5件 2件 40％

Ｈ25 5件 4件 80％

5件 100％

その他 一般財源

50,000,000 30,787,000

成果に係る評価

　Ｈ26年度までに、11件の津波避難ビルを指定した。
　今後も、沿岸部において津波避難ビルの整備を推進し、民間事業所と随時協定を締結することにより
津波発生時における迅速な避難を図る必要がある。
　また、津波の浸水が想定される場所に整備される復興住宅ついても指定を行っていく。

24,629,000 6,158,000

予算の執行状況
予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債
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110,287,440

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

決算額の財源内訳

国(県)支出金 地方債 その他 一般財源

456,230,440 456,230,440 345,943,000

100％

成果に係る評価

　平成26年度に津波避難タワー1基を整備した。
　今後も、津波避難ビルの指定が困難な地区を見定め、津波避難タワーを整備し災害に強い街づくりを
目指していくことが必要である。

　※成果指標については当年度竣工数とした。
成　　　　果

Ｈ26 1件 1件

(4)入口 震度5以上で自動解除されるキーボックスを設置。

 魚町一丁目津波避難タワー〔用地取得・地質調査・実施設計〕

 魚町三丁目津波避難タワー〔用地取得・地質調査・実施設計〕

 西浜町津波避難タワー〔地質調査・実施設計〕

 津波避難タワーの整備により、津波発生時において高台等へ避難が遅れた方々が、より迅速に避難で
き、地域の安全と安心が図られた。

津波避難タワー整備状況

区分
成果指標

達成率
目標値 実績等

目的及び事業内容

 津波避難困難区域等において、津波避難ビルの指定が困難な場所に避難タワーを整備することによ
り、津波発生時の緊急避難を可能とし、住民の安全を確保するもの。

取　組　実　績

 大宮町津波避難タワー〔建設工事〕　　Ｈ27年3月27日から運用開始

(1)構造 敷地1,405㎡に鉄骨平屋建て、床面積127㎡、建築面積195㎡、塔脚部9ｍ、軒高13.4ｍ、

南北2か所に階段を設置。

(2)設備 居住部に100人、屋上に100人、合計200人が避難可能。室内には簡易トイレ設置場所2か

所、収納型ベンチを設置し飲料水、食糧、防寒ポンチョなどの災害時備蓄品を収納し
た。室内に移動パーテーションを設置し、最大で3分割することが可能。

(3)屋上

避難タワー整備事業〔復興交付金〕

復
興
計
画

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

( 1 ) 防災施設の整備

太陽光パネルと室内の蓄電装置により、3日間は停電時にも照明などが使用可能。

ヘリコプターによる救助を想定し、夜間でも視認できるように照明ランプを設置。

避難タワー整備事業費

予
算
科
目

9 款 消防費
総
合
計
画

第  章

6 目 東日本大震災関係費 (  )

事業コード 001-101-003-00676 事　業　名

実施計画
掲載ページ

Ｐ120 中　事　業

1 項 消防費 第  節 ( 1 ) 新たな防災体制の構築
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

地方債

　石巻商業高等学校艇庫

成　　　　果

　防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を実施し、難聴区域の解消が図られた。

その他

成果に係る評価

　防災行政無線の放送伝達エリアに含まれない難聴区域の解消を図るために、屋外拡声子局の整備（増
設）を実施しするとともに、新市街地等の区画整理事業との進捗にあわせながら整備事業を継続する。

予算の執行状況

（単位：円）

予算額 決算額

67,200,000 63,399,240

　鹿妻小学校

　針岡字向田上道88 　大川小学校針岡分校跡

　福地字加茂崎28-2 　私有地（宗教法人　千照寺）

　渡波字根岸前239

　水明南二丁目12-18

一般財源

50,719,000

　北上町橋浦字大須29-1 　大須生活改善センター

　長面字平六1-3 　長面地区かき処理場

　須江字しらさぎ台三丁目46 　しらさぎ台3号公園

　鹿又字新内田82-1 　水道企業団鹿又取水場

　広渕字荒神前21地先

12,680,240

決算額の財源内訳

国(県)支出金

実施計画
掲載ページ

Ｐ121 中　事　業 防災行政無線屋外子局整備事業費

事業コード 001-102-001-00910 事　業　名 防災行政無線屋外子局整備事業〔復興交付金〕

予
算
科
目

9 款 消防費
総
合
計
画

第  章

6 目 東日本大震災関係費 (  )

1 項 消防費 第  節

( 1 )
みんなで築く災害に強
いまちづくり

目的及び事業内容

　防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を実施し、難聴区域の解消を図る。

取　組　実　績

　防災行政無線屋外拡声子局の整備（増設）を実施した。

【設置箇所一覧】

設 置 箇 所 施　設　等

　茜平五丁目3-1 　蛇田中学校

　新千刈ちびっこ公園

　蛇田字新東前沼67-8 　開発223号公園

　門脇字一番谷地57-13 　公共物（公衆用道路）

　蛇田字新埣寺92-5 　石巻市1166開発公園

　水明北二丁目13 　袋谷地北公園

　水明北三丁目22

　県道43号矢本河南線

　須江字しらさぎ台一丁目28 　しらさぎ住宅団地

　袋谷地東公園

　鹿妻北二丁目244

( 2 ) 情報伝達手段の整備

復
興
計
画

( 1 ) 新たな防災体制の構築
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